
広報WARABI ● 平成28年９月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.11km２

● ８月１日現在人口：73,594人 前月比   －27人
 　　　　　　　　　   男 37,446人　女 36,１48人
　　　　　　　　　 世帯数：37,354
　　　　　　　　　 人口密度：１4,4０１人／km２

2０１6/平成28年
わらび・786

郷土かるたの実写化に挑戦
46枚分の思い出ににっこり

　南小の池
いけ

田
だ

桜
さくら

子
こ

さん（10歳）が、夏休
みの自由研究でわらび郷土かるたを実
写化しました。父親の大

だい

介
すけ

さんと市内
などを巡り、絵札の内容に添った写真
を撮影。「自転車で回って楽しかった。
蕨をもっと知ることができました」と、
すてきな思い出も作り上げたようです。

～今月の特集～
◦いきいき高齢者特集

外国のものや季節の関係で撮れな
いものは資料から引用しました。

池田さんお気に入りの『わ』

実
写
化
さ
れ
た『
わ
』

わ
ら
び
郷
土
か
る
た
の
『
わ
』

わ
ら
び
郷
土
か
る
た

　
　

実
写
化
し
て
み
ま
し
た
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歳
を
重
ね
て
も
き
ら
き
ら
と
輝
く
高
齢
者
の
皆

さ
ん
の
笑
顔
は
、
ま
ち
を
活
気
づ
け
る
元
気
の
源

で
す
。
こ
こ
２
、
３
㌻
で
は
高
齢
者
特
集
と
し
て

地
域
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す
３
人
を
紹
介
し
ま
す
。

い
き
い
き
シ
ニ
ア

　 

地
域
で
輝
く
そ
の
笑
顔

　「毛筆の温かみや書くことの楽しさを伝
え続けたいですね」と、柔和な表情を浮か
べる森田千鶴子さん。書道歴50年以上、数々
の展覧会で入賞経験もある、その道のスペ
シャリストです。現在は自宅の書道教室で
筆をとる傍ら、松原会館をはじめ、ボラン
ティアで福祉施設にも通うなど精力的に市
内を回っています。子どもたちとの交流も
楽しみの一つで、10年ほど前からは近所の
下蕨公民館の「書き初め教室」や新入学児童
を対象とした「書き方教室」の講師に協力。
個性をたいせつにした丁寧な指導が人気で
教室は毎回いっぱいです。また、先月19日
には同館の生涯学習フェスティバルの準備
で恒例の看板作りも。皆さんからの依頼に
も快く応じ、すらすらと筆を運ばせるその
周りは自然と笑顔で包まれていました。「書
道を通じて幅広い世代と交流できることが
私の励みです」と、森田さん。小柄な体に
あふれる活力の源を教えていただきました。

松原会館で書道を楽しむ｢松芳会｣の皆さんと

◀�生涯学習フェスティバ
ルに華を添える立派な
立て看板は毎年大好評

小学生書き初め教室で▶
指導に当たる森田さん

「書道を通じた触れ合いが
　　　 励みになっていますね」

森
も り

田
た

 千
ち

鶴
づ

子
こ

 さん

　　85歳・中央７丁目
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　「人生は一生青春。挑戦する気持ちが大
事ですよ」と語るのは、けやき荘で開設当
初から趣味を楽しむ大石利夫さん。鉄道マ
ンとして線路や橋梁

りょう

の整備など、戦後の公
共交通の発展に尽力してきた大石さんは、
定年退職後、地域との交流を広げようと同
施設を利用するようになりました。社交ダ
ンスやカラオケなど大石さんは正に趣味の
達人。昨年からは「クラブ折り鶴」に入会
し、「完成したときの達成感が最高」と、探
求心は衰え知らずです。得意なのは２色の
折り紙で作る指輪で、５月のけやき荘まつ
りでは利用者の皆さんにプレゼントするな
ど周囲に笑顔の花も咲かせる人気者です。
　そんな大石さんは10年近く塚越児童館の
クリスマス会でサンタさんに扮

ふん

装し、毎回
得意のオカリナを演奏するなど、すてきな
思い出を届けています。「お呼びがかかるの
で病気もできないよ」と、にっこり。なにご
とも前向きに楽しむ姿勢が長寿の秘訣

けつ

です。

　無理なく楽しみながら運動できると評判
の「いきいき百歳体操」。「100歳に近いのは
私の方かしら」と、おちゃめに話す髙田れ
い子さんは、住民主体となって運営してい
る介護予防教室でこの体操を指導するボラ
ンティアサポーター「いきいきわらび」（約
50人）の最年長メンバーとして活躍中です。
　長年、社会教育委員や民生委員などを務
め、地域とのつながりを深めてきた髙田さ
ん。体を動かすのも大好きでフォークダン
スや朝のラジオ体操を50年以上続けるアク
ティブな人柄です。昨年７月から２か月に
わたって開かれたサポーター養成講座で学
び、現在は週１回、西公民館で65歳以上の
参加者とともに汗を流す髙田さん。「皆さん
より若いくらいの気持ちを持たなきゃね」
と、リズムに合わせて元気に声を響かせて
います。「たくさんの人が集うこの場所が大
好きなんです」と、健康づくりの輪を広げな
がらはつらつと毎日を過ごす髙田さんです。

大石さんが入ってクラブはいっそうにぎやかに｢いきいきわらび｣の一員として活躍する髙田さん

いきいき高齢者特集①

◀�第１期生のサポーター
として、教室の運営に
協力している髙田さん

朝のラジオ体操は夫の▶
政雄さんといっしょに

「歳を重ねても青春
　　　 なんでも挑戦しますよ」

 「皆さんとの百歳体操
　  　　　　  楽しんでいます」

◀�本物に負けないくらい
すてきな折り紙の指輪

がっちりとした体格は▶
正にサンタさん。催し
に欠かせない存在です

大
お お

石
い し

 利
と し

夫
お

 さん

　　92歳・塚越３丁目
髙
た か

田
だ

 れい子
こ

 さん

　　84歳・北町４丁目
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世
帯
の
人
が
、
市
内
の
民
間
賃
貸

住
宅
を
借
り
る
と
き
に
保
証
人
を

確
保
で
き
ず
、
保
証
会
社
の
家
賃

等
債
務
保
証
制
度
を
利
用
し
た
場

合
に
、
初
回
保
証
料
の
２
分
の
１

（
上
限
３
万
円
）を
助
成
し
ま
す
。

　

●
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
／

70
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
か
、
配

偶
者
の
一
方
が
70
歳
以
上
の
夫
婦

世
帯
で
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
が
民
間
の
賃
貸
住
宅
に
住
み
、

①
月
額
１
万
円
以
上
３
万
円
未
満

の
家
賃
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、

月
額
６
０
０
０
円　

②
月
額
３
万

円
以
上
６
万
円
以
下
の
家
賃
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
は
、
月
額
１
万

円
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
介
護
予
防
の
た
め
の
住
宅
改

修
費
を
助
成
／
手
す
り
の
取
り
付

け
や
段
差
解
消
、
床
材
の
変
更
、

扉
や
便
器
の
取
り
替
え
な
ど
の
改

修
。
対
象
＝
次
の
①
～
③
全
て
に

該
当
す
る
人　

①
65
歳
以
上
の
在

宅
高
齢
者　

②
介
護
保
険
制
度
で

要
介
護
・
要
支
援
に
該
当
し
な
い

人　

③
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課

税　

助
成
額
＝
改
修
費
用
の
３
分

の
２
以
内
（
上
限
10
万
円
）

　

●
社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者
負

担
軽
減
助
成
／
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
中
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
で

生
計
が
困
難
な
人
（
条
件
あ
り
）

に
負
担
の
一
部
を
軽
減
し
ま
す
。

　

●
福
祉
入
浴
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳

以
上
で
自
宅
に
お
風
呂
の
な
い
人

か
、
70
歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
に
毎
月
４
回
分
（
７
月

と
８
月
は
６
回
分
）
の
公
衆
浴
場

の
入
浴
券
（
１
０
０
円
の
自
己
負

担
あ
り
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
福
祉
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
／
70

歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
に
、
年
５
回
分
の
理
美
容
の
割

引
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
徘
徊
高
齢
者
等
家
族
支
援
サ

ー
ビ
ス
／
徘
徊
行
動
の
あ
る
高
齢

者
が
専
用
端
末
機
を
携
帯
す
る
こ

と
で
、
家
族
が
本
人
の
居
場
所
を

確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
軽
減

助
成
／
居
宅
及
び
地
域
密
着
型
の

介
護（
予
防
）サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用

　

●
敬
老
祝
金
／
９
月
１
日
現
在

で
、
蕨
市
に
引
き
続
き
１
年
以
上

住
ん
で
い
る
左
表
の
年
齢
の
人
に

お
祝
い
金
を
お
贈
り
し
ま
す
。

の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に
、

負
担
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
家
族
介
護
慰
労
金
／
介
護
保

険
の
要
介
護
度
が
４
か
５
で
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
１
年
以
上
利
用
し
て

い
な
い
人
を
、
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
家
族

に
、年
額
10
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

●
在
宅
要
介
護
高
齢
者
手
当
／

在
宅
で
要
介
護
度
が
重
い
低
所
得

の
高
齢
者
に
、
月
額
５
０
０
０
円

を
支
給
し
ま
す
。
対
象
＝
介
護
保

険
被
保
険
者
で
市
内
に
住
所
が
あ

り
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

①
65
歳
以
上　

②
施
設
に
入
所
し

て
い
な
い　

③
介
護
保
険
の
要
介

護
度
が
４
ま
た
は
５　

④
介
護
保

険
の
保
険
料
段
階
が
第
３
段
階
以

下（
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
）

⑤
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い　

⑥
在
宅
重
度
障
害
者
手
当
を
受
給

し
て
い
な
い

　

●
老
人
居
室
整
備
資
金
／
60
歳

以
上
の
人
と
同
居
し
て
い
る
か
、

こ
れ
か
ら
同
居
し
よ
う
と
す
る
人

が
、
高
齢
者
専
用
の
居
室
を
備
え

た
住
宅
を
建
築
す
る
際
の
必
要
な

資
金
融
資
を
斡
旋
し
、
利
子
を
全

額
助
成
し
ま
す
。

　

●
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
保
証
料

助
成
／
70
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し

か
、
配
偶
者
の
一
方
が
70
歳
以
上

の
夫
婦
世
帯
で
、
市
民
税
非
課
税

給
付
・
助
成
・
融
資
な
ど

満年齢 金　額
75歳 20,000円
77歳 20,000円
80歳 20,000円
85歳 20,000円
88歳 25,000円
90歳 30,000円
95歳 30,000円

    99歳以上 50,000円

いきいき高齢者特集②

福祉事業･制度 ぜひご活用を

オカリナやウクレレのすてきな音色を響かせる松原会館の利用団体「タンポポ」の皆さん

　今月19日は敬老の日です。市内
には65歳以上のかたが、人口の約
23％に当たる16,974人いらっしゃ
います（８月１日現在）。そこで４、
５㌻では、皆さんが元気に暮らせ
るように実施されている、各種福
祉事業や制度について紹介します。

― 問い合わせ ―
 介護保険室（☎433･7756）

→ル基礎講座　20人　800円（教材費） 申し込み・詳細＝14日までに県母子寡婦福祉連合会（☎048･822･1951）
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●
趣
味
の
高
齢
者
作
品
展
／
８

日
～
12
日
の
正
午　

中
央
公
民
館 

高
齢
者
ク
ラ
ブ
な
ど
に
加
入
し
て

い
る
皆
さ
ん
の
作
品
（
書
道
、
絵

画
、写
真
ほ
か
）
を
展
示 

詳
細
＝

介
護
保
険
室（
☎
433
・
７
７
５
６
）

　

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ぷ
ら
っ

と
わ
ら
び
無
料
パ
ス
／
無
料
パ
ス

を
提
示
す
る
と
、
運
賃
が
無
料
に

な
り
ま
す
。
対
象
＝
75
歳
以
上
の

市
民　

申
請
＝
平
日
の
午
前
８
時

半
～
午
後
５
時
15
分
に
身
分
証
明

書
（
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
な
ど
年
齢
が
確
認
で
き
る
物
）、

証
明
写
真
（
縦
３
㌢
×
横
2.4
㌢
）

２
枚
を
持
ち
、
市
役
所
２
階
安
全

安
心
推
進
課（
☎
430
・
７
８
３
４
）

　

●
寝
具
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳

以
上
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
寝
具
類
の
乾
燥
や
消
毒
を
す

る
こ
と
が
困
難
な
独
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
ま
た
は
高
齢
者
世
帯
に
、

毎
月
１
回
（
11
月
～
３
月
は
月
２

回
）、
寝
具
乾
燥
車
を
派
遣
し
ま

す
。寝
具
の
洗
濯
は
年
１
回
で
す
。

　

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳
以
上

の
独
り
暮
ら
し
や
夫
婦
世
帯
な
ど

で
、
食
事
の
用
意
を
す
る
の
が
難

し
い
場
合
、
１
食
４
０
０
円
で
、

温
か
い
夕
食
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

●
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
／
介

護
保
険
の
要
介
護
度
が
４
か
５
の

寝
た
き
り
の
人
に
、
自
宅
で
利
用

で
き
る
割
引
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
日
常
生
活
用
具
購
入
費
の
補

助
／
日
常
生
活
で
火
災
警
報
器
、

電
磁
調
理
器
、
自
動
消
火
器
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
65
歳
以
上
の
人

に
、
購
入
費
の
一
部
ま
た
は
全
額

を
補
助
し
ま
す
。
所
得
税
非
課
税

の
人
は
自
己
負
担
な
し
。

　

●
歩
行
補
助
づ
え
が
も
ら
え
ま

す
／
歩
行
に
常
時
つ
え
が
必
要
な

65
歳
以
上
の
人

　

●
紙
お
む
つ
が
も
ら
え
ま
す
／

65
歳
以
上
の
人
で
常
時
お
む
つ
を

必
要
と
医
師
が
認
め
る
人
か
寝
た

き
り
で
常
時
お
む
つ
が
必
要
な
人

　

●
福
祉
連
絡
シ
ス
テ
ム
／
65
歳

以
上
で
体
が
弱
く
、
独
り
暮
ら
し

の
人
の
お
宅
に
、
受
信
セ
ン
タ
ー

と
直
結
し
た
専
用
機
器
を
設
置
し
、

緊
急
通
報
に
よ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
の
派
遣
や
救
急
車
の
要
請
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

●
老
人
憩
い
の
家
み
つ
わ
苑

（
南
町
２
丁
目
）／
60
歳
以
上
の
市

民
が
利
用
可
。
▼
囲
碁
将
棋
サ
ロ

ン
／
月
～
土
曜
日
の
午
後
１
時
～

４
時
半 

▼
喫
茶
ひ
だ
ま
り
／
原

則
月
２
回 

水
曜
日（
今
月
は
21

日
・
28
日
） 

午
後
１
時
半
～
３
時

▼
ス
カ
イ
ウ
エ
ル
／
交
流
高
圧
電

位
治
療
器
が
利
用
可
。
午
前
９
時

～
11
時
40
分
、
午
後
１
時
～
４
時

40
分　

詳
細
＝
交
流
プ
ラ
ザ
さ
く

ら
内
同
施
設（
☎
432
・
７
２
７
１
）

　

●
け
や
き
荘
（
塚
越
５
丁
目
）

／
60
歳
以
上
の
市
民
が
利
用
可
。

▼
囲
碁
・
将
棋
ク
ラ
ブ
＝
正
午
～

午
後
４
時
半　

初
心
者
歓
迎　

詳

細
＝
同
施
設（
☎
441
・
０
７
０
５
）

　

●
松
原
会
館
（
錦
町
３
丁
目
）

／
60
歳
以
上
の
市
民
が
利
用
可
。

事
前
登
録
制
。身
分
証
持
参
。休
館

日
＝
日
曜
日
、20
日
・
23
日 

▼
ヒ

ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
で
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
＝
10
月
６
日
～
27
日 

毎
週

木
曜
日 

午
前
11
時 

先
着
20
人 

申

し
込
み
・
詳
細
＝
同
館
（
☎
443
・

６
５
４
２　

思
433
・
１
８
６
８
）

　

●
高
齢
者
ク
ラ
ブ
／
市
内
に
は

24
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
人
が
入
会
で
き
ま
す
。

詳
細
は
最
寄
り
の
ク
ラ
ブ
へ
。

　

●
蕨
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
／
原
則
60
歳
以
上
の
健
康
で
働

く
意
欲
と
体
力
の
あ
る
人　

登
録

制
。
問
い
合
わ
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
433
・
０
９
６
２
）

　

●
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
「
ケ
ア
ハ

ウ
ス
松
原
」
入
居
者
募
集
／
身
体

機
能
の
低
下
が
あ
り
、
生
活
に
不

安
の
あ
る
60
歳
以
上（
夫
婦
可
）の

市
民　

施
設
見
学
可
。
問
い
合
わ

せ
＝
同
施
設（
☎
432
・
６
７
４
７
）

　

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
／

介
護
・
福
祉
・
保
健
・
医
療
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
う
総
合
相
談

窓
口
。担
当
地
区
／
錦
町
・
中
央
・

北
町
＝
蕨
市
第
一
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー（
☎
434
・
６
７
２
１
） 

南

町
・
塚
越
＝
蕨
市
第
二
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
290
・
８
５
８

７
） 

▼
介
護
交
流
サ
ロ
ン
／
21
日

（
水
） 

午
後
１
時
半 

く
る
る　

介

護
の
悩
み
を
語
ら
い
ま
せ
ん
か　

詳
細
＝
第
一
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

▼
蕨
ぴ
ん
し
ゃ
ん
教
室
／

①
10
月
12
日
～
11
月
９
日　

毎
週

水
曜
日 

午
前
９
時
半 

け
や
き
荘

②
10
月
17
日
～
11
月
14
日　

毎
週

月
曜
日 

午
後
１
時
半 

南
公
民
館 

姿
勢
を
整
え
、
転
び
に
く
い
身
体

づ
く
り　

軽
い
運
動
が
で
き
る
65

歳
以
上
の
市
民　

先
着
25
人（
②

は
30
人
）　

申
し
込
み
＝
５
日
～

９
日
に
第
一
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

※
①
②
い
ず
れ
か
一
つ
。

▼
脳
活
教
室
／
10
月
６
日
～
３
月

16
日　

木
曜
日　

全
21
回　

午
前

中　

い
き
い
き
タ
ウ
ン
蕨　

ド
リ

ル
形
式
の
教
材
を
使
っ
た
認
知
症

予
防 

65
歳
以
上
の
市
民（
昨
年
度

の
受
講
者
は
要
相
談
） 

先
着
30
人 

申
し
込
み
＝
６
日
～
22
日
に
第
二

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

※
脳

活
教
室
サ
ポ
ー
タ
ー
（
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）
募
集
／
３
人　

１
日

１
０
０
０
円
の
謝
礼
あ
り
。
申
し

込
み
＝
30
日
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー

お
出
か
け
く
だ
さ
い

在
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス

生
活
用
具
の
給
付
・
貸
与

充
実
し
た
毎
日
を

介
護
予
防
・
健
康

福祉事業・制度　ぜひご活用を

昨年のお年寄りを敬う会

　

●
お
年
寄
り
を
敬
う
会
／
17
日

（
土
） 

午
前
の
部（
午
前
９
時
半
～

11
時
半
）＝
錦
町
、南
町
、中
央
１
・

２
・
６
・７
丁
目
地
区　

午
後
の
部

（
午
後
２
時
半
～
４
時
半
）＝
塚
越
、

北
町
、
中
央
３
・
４
・５
丁
目
地
区 

市
民
会
館 

式
典（
長
寿
者
表
彰
、

お
祝
い
の
言
葉
な
ど
）、市
内
小
学

生
に
よ
る
敬
老
作
文
の
朗
読
、
お

笑
い
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
シ

ョ
ー
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ダ
ン

ス
発
表
な
ど　

対
象
＝
77
歳
以
上

の
人
（
昭
和
14
年
９
月
30
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
） 

問
い
合
わ
せ
＝

介
護
保
険
室（
☎
433
・
７
７
５
６
）

ひとり親のためのパソコン教室／28日・29日（全２日間）午前10時　彩の国すこやかプラザ 仕事に役立つエクセ→
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（右から順に　いずれも８月４日）中学生から大学生までの参加
者10人が曲に合わせて人気アニメの踊りを披露。小さくてかわ
いい手がぎゅっと。お母さんにもお話を聞けて貴重な体験に。

休
み
。
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

が
で
き
る
機
会
で
す
。
蕨

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
組
む
「
は
じ
め
て
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
や
一
中
生
徒
会
が

中
心
に
行
う
「
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
も
そ
の
一
つ
。
今
年
も
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

さ
な
子
や
母
親
、
高
齢
者

に
勇
気
を
出
し
て
歩
み
寄

っ
た
福
祉
施
設
で
は
、
し
だ
い
に

年
齢
や
環
境
の
壁
は
な
く
な
り
、

お
互
い
が
笑
顔
に
。
ま
た
、
炎
天

下
に
汗
を
流
し
て
取
り
組
ん
だ
清

掃
活
動
で
は
、道
行
く
人
か
ら「
あ

り
が
と
う
」
と
い
っ
た
言
葉
も
。

母
さ
ん
の
深
い
愛
情
を
感

じ
た
」、「
入
浴
介
助
の
方

法
を
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
」と
、短

い
時
間
で
も
多
く
の
発
見
を
し
た

参
加
者
た
ち
。
そ
し
て
な
に
よ
り

も
人
の
温
か
さ
に
触
れ
、「
今
の
自

分
に
で
き
る
こ
と
」を
、あ
ら
た
め

て
考
え
た
夏
に
な
っ
た
は
ず
で
す
。

感じた夏 学校を飛び出し、ふだんと異なる舞台で
ボランティアの体験をした子どもたち。
ここ６、７㌻ではその様子を紹介します。

蕨っ子たちのはじめの一歩

児童センター　ぬくもりを感じる

夏小「
お
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市
内
清
掃
　
ま
ち
を
見
つ
め
る

（右上から時計回りに　いずれも７月28日）一中生の呼びか
けに南・中央・中央東小の児童も賛同し、約300人が参加。
駅前では協力してガムを剝がす作業を実施。線路沿いもく
まなくごみを拾いました。最後の仕分けまでしっかりと。

（左から時計回りに）８月３日・わらびの郷に訪
れた小学生と入所者がにっこり。８月４日・グ
リーンビレッジ蕨では中学生が耳元でゆっくり
お話。レクリエーションでは輪に入って交流も。

このまちで見て触れて

Summer 2016 ボ ラ ン テ ィ ア 体 験

高齢者施設　現場で触れ合う
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加
者
の
皆
さ
ん
。
ま
た
、
21

日
に
行
わ
れ
た
総
合
防
災
演

習
内
で
、
塚
越
地
区
の
自
主

防
災
会
が
操
作
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
後
、
各
自
主

防
災
会
で
は
、
防
災
訓
練
な

ど
を
通
し
て
使
用
方
法
の
理

解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
他

の
自
主
防
災
会
へ
の
配
備
を

計
画
的
に
進
め
て
い
く
と
と

も
に
、
自
助
・
共
助
・
公
助

の
連
携
に
よ
る
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

→学生は保護者同伴）　40人　1000円（昼食代）　申し込み・詳細＝10月７日までに県土地水政策課（緯048・830・2189）

問
い
合
わ
せ
＝
安
全
安
心

推
進
課（
緯
433・７
７
５
５
）

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・７
７
０
３
）へ
。

〔
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
〕

▼
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド　

標
準
サ
イ
ズ 

ほ
と
ん
ど
使
用
せ
ず　

取
り
に
来

て
く
れ
る
人　

マ
ッ
ト
レ
ス
な
し

≪
野
村
・
緯
445
・
１
８
０
２
≫

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
和
楽
備
ラ
ジ
オ
体
操
絆
の
会　

月
・
水
・
金
曜
日
＝
午
前
６
時
15
分 

城
址
公
園　

脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

ス
ト
レ
ッ
チ
・
ラ
ジ
オ
体
操
≪
平

田・
緯
090・３
１
３
１・９
３
９
９
≫

▼
わ
ら
び
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ

ブ　

27
期
会
員
募
集　

今
月
開
講 

第
１
・
３
火
曜
日　

午
後
１
時
半 

中
央
東
小
学
校
隣
・
旧
加
藤
文
具

２
階　
月
２
５
０
０
円　
パ
ソ
コ
ン

持
参
≪
星
野
・
緯
444
・
４
８
３
６
≫

▼
わ
ら
び
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ　

水
曜
日　

午
後
１
時　

西
公
民
館 

月
２
０
０
０
円　

初
心
者
歓
迎

≪
重
田
・
緯
433
・
７
３
７
５
≫

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午

前
９
時
半　

南
公
民
館　

無
料

≪
山
本
・
緯
432
・
４
５
４
３
≫

▼
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
わ
ら
び

中
央　

火
曜
日
＝
午
後
１
時
半　

水
曜
日
＝
午
後
２
時　

中
央
公
民

館　

月
２
０
０
円
≪
篠
・
緯
090
・

８
９
４
５
・
７
８
０
７
≫

▼
楊
名
時（
太
極
拳
）　

土
曜
日　

午
後
２
時
半　

蕨
駅
東
口
駅
前

ラ
・
セ
ー
ヌ
ビ
ル　

月
４
５
０
０

円
≪
浦
島
・
緯
224
・
５
９
１
５
≫

スタンドパイプの操作法を訓練する皆さん

補
助
金
の
全
世
帯
へ
の
対
象

拡
大
、
協
働
提
案
事
業
と
し

て
の
わ
ら
び
防
災
大
学
校
の

開
校
な
ど
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

更
に
先
月
、
自
主
防
災
会
12

団
体
へ
１
台
ず
つ
配
備
を
し

た
の
が
、
初
期
消
火
に
役
立

つ
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
で
す
。

　

大
規
模
地
震
の
際
、
同
時

に
発
生
す
る
災
害
や
道
路
の

リポート　そこが知りたい

　

今
後
30
年
以
内
に
70
％
の

確
率
で
発
生
す
る
と
い
わ
れ

る
首
都
直
下
地
震
。
蕨
市
で

も
震
度
６
強
の
揺
れ
な
ど
が

想
定
さ
れ
、
そ
の
備
え
が
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
今
年
度
も
引
き
続

き
防
災
対
策
に
重
点
を
置
き
、

北
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン

タ
ー
の
耐
震
工
事
の
実
施
や

家
具
転
倒
防
止
器
具
設
置
等

件
し
だ
い
で
は
従
来
の
消
火

器
な
ど
に
比
べ
て
大
き
な
消

火
能
力
が
あ
る
た
め
、
火
災

の
延
焼
阻
止
へ
の
効
果
が
期

待
さ
れ
る
資
機
材
で
す
。

　

先
月
４
日
に
は
授
与
式
と

研
修
会
が
行
わ
れ
、「
女
性
で

も
操
作
が
し
や
す
い
」、「
放

水
量
が
多
く
て
心
強
い
」
と

い
っ
た
感
想
を
口
に
し
た
参

大
規
模
災
害
に
備
え
、
自
主
防
災
会
へ 

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
の
配
備
を
開
始

損
傷
な
ど
に
よ
り
、
火
災
が

起
き
て
も
す
ぐ
に
消
防
隊
が

現
場
へ
到
着
で
き
な
い
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し

た
と
き
に
有
効
と
な
る
の
が
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
で
も
活

用
で
き
る
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ

で
す
。
持
ち
運
び
や
取
り
扱

い
が
比
較
的
容
易
な
ス
タ
ン

ド
パ
イ
プ
は
、
道
路
下
に
あ

る
消
火
栓
に
差
し
込
み
、
消

火
用
ホ
ー
ス
を
つ
な
い
で
使

用
し
ま
す
。
水
圧
な
ど
の
条

　
大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
隣
近
所
が
助
け
合
い
、
地
域
の
安
全
を
守
る「
共
助
」。
そ
の
取
り
組

み
を
後
押
し
し
よ
う
と
市
で
は
今
年
度
か
ら
初
期
消
火
に
役
立
つ
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
の
配
備
を
、

自
主
防
災
会
を
対
象
に
順
次
開
始
し
ま
し
た
。そ
こ
で
今
月
は
そ
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

地域ぐるみでまちを守ります継
続
的
な
取
り
組
み
で

進
む
防
災
都
市
づ
く
り

初
期
消
火
で
延
焼
防
ぐ

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
配
備

訓
練
で
操
作
法
を
周
知

今
後
も
共
助
を
後
押
し

〈１１8〉

災害時における相互応援協定20周年記念覚書に署名
　８月21日、東小学校で実施
された総合防災演習において、
蕨市と災害応援協定を結ぶ群
馬県片

かた

品
しな

村の千
ち

明
ぎら

金
きん

造
ぞう

村長や
星
ほし

野
の

千
ち

里
さと

議長が訪れ、20周年
記念覚書に署名を行いました。

左から星野議長､千明村長（片品村）
賴髙市長、三輪議長（蕨市）

【スタンドパイプ
セット】※これらのほか

に消火栓の蓋を
開閉したりバル
ブを操作したり
する器具がセッ
トになります。

●筒先
　ホースに結合し
て放水を行う器具
（ストレート放水や
噴霧放水が可能）

●スタンドパイプ
　地下式消火栓と
ホースを結合する
ための器具

●消火用ホース
　長さ20㍍のホー
スを２本セット
※災害発生時は、まず身の安全を確保してください



9　広報WARABI さいたまの水と森ふれあい体験／10月30日　午前７時半　荒川の水源林散策・滝沢ダムの見学　小学生以上（小・中→

演習で高める防災意識

平和を願い母子像清掃

　

８
月
21
日
、
東
小
学
校
で

総
合
防
災
演
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
市
民
に
よ
る
初
期
消

火
や
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
操
作

訓
練
、消
防
団
の
一
斉
放
水
、

消
防
隊
の
高
所
救
出
訓
練
な

ど
の
ほ
か
、
群
馬
県
片か

た

品し
な

村

と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
20

周
年
記
念
の
覚
書
を
交
わ
し
、

参
加
者
８
７
１
人
は
災
害
へ

の
備
え
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

塚
越
地
区
で
は
毎
年
、
平

和
事
業
の
一
環
で
地
域
の
皆

さ
ん
に
よ
る
市
民
公
園
の
清

掃
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
８
月
６
日
に
実
施
さ

れ
、
約
１
時
間
か
け
て
園
内

の
平
和
之
母
子
像
や
噴
水
な

ど
を
清
掃
。
参
加
し
た
43
人

は
き
れ
い
に
磨
か
れ
た
母
子

像
を
見
上
げ
、
平
和
へ
の
思

い
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

機まつり今年も盛大に
　
８
月
４
日
か
ら
７
日
ま
で
、

蕨
駅
西
口
駅
前
通
り
を
主
会

場
に
、「
第
66
回
機
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
沿
道

の
華
や
か
な
七
夕
飾
り
の
ほ

か
、
恒
例
の
手
お
ど
り
や
ス

テ
ー
ジ
発
表
、
わ
ら
び
り
ん

ご
サ
イ
ダ
ー
の
販
売
な
ど
で
、

連
日
会
場
は
大
盛
況
。
訪
れ

た
22
万
人
は
、
蕨
の
夏
を
彩

る
祭
り
を
堪た

ん

能
し
ま
し
た
。

みんな楽しく陶芸体験
　

物
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
感

じ
て
も
ら
お
う
と
、
８
月
４

日
、南
公
民
館
で「
陶
芸
教
室
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
講
師
の

小お

川が
わ

忠ち
ゅ
う

太た

郎ろ
う

さ
ん
に
よ
る
指

導
の
下
、
小
学
生
14
人
は
自

由
な
発
想
で
お
皿
作
り
な
ど

に
挑
戦
。
粘
土
の
感
触
を
楽

し
み
な
が
ら
、
世
界
に
一
つ

だ
け
の
作
品
と
夏
休
み
の
思

い
出
を
形
づ
く
り
ま
し
た
。

　
「
わ
ら
音
」の
一
環
と
し
て

８
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で
、

子
ど
も
音
楽
大
学
わ
ら
び
が

開
校
さ
れ
ま
し
た
。
講
義
や

楽
器
体
験
な
ど
の
ほ
か
、
最

終
日
に
は
蕨
市
音
楽
家
協
会

の
皆
さ
ん
と
市
民
会
館
の
ホ

ー
ル
で
合
同
演
奏
会
を
開
催
。

入
学
し
た
小
・
中
学
生
39
人

は
、
良
質
な
音
楽
に
触
れ
、

感
性
も
よ
り
磨
か
れ
ま
し
た
。

子ども音楽大学が開校

〔
参
加
し
ま
せ
ん
か
〕

▼
セ
ピ
ア
・
火
曜
会
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー　

17
日
・
27
日　

午
後
１

時
15
分　

く
る
る　

６
０
０
円

≪
坂
内
・
緯
443
・
８
９
６
８
≫

▼
Ｙ
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
無
料
体
験　

５
日
・
12
日　

午
後
５
時
15
分
＝

４
歳
～
小
学
２
年
生　

午
後
６
時

15
分
＝
小
学
３
年
～
中
学
生　

く

る
る
≪
谷
内
・
緯
090
・
２
４
９
２
・

３
９
６
７
≫

▼
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
体
験
会 

11
月
中　

詳
細
は
電
話
確
認
≪
蕨

市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
・

緯
090
・
６
１
２
５
・
４
２
８
３
≫

▼
リ
ズ
ム
体
操
体
験　

年
中
～
小

学
３
年
生　

日
時
等
は
電
話
確
認

≪
清
水
・
緯
090
・
４
９
５
８
・
９

４
６
９
≫

▼「
昔
街
歩
き
・
真
岡
」参
加
者
説

明
会　

日
時
等
は
電
話
確
認
≪
日

帰
り
旅
倶
楽
部
・
岩
本
・
緯
090
・

３
４
３
１
・
４
２
９
５
≫

▼
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　
８
日
・
14

日
・
29
日　
午
後
１
時　
く
る
る　
４

９
９
円
≪
犬
塚・
緯
441・７
３
７
３
≫

▼
大
人
の
た
め
の
英
会
話
・
韓
国

語
入
門
講
座　

24
日
～
11
月
12
日 

土
曜
日　

全
８
回　

韓
国
語
＝
午

後
６
時　

英
会
話
＝
午
後
７
時
半 

市
民
会
館　

各
15
人（
先
着
順
）　

各
５
０
０
０
円
（
別
途
教
材
費
）

≪
国
際
文
化
交
流
協
会
・
前
田
・

緯
090
・
６
４
８
９
・
２
８
０
３
≫

〔
ご
相
談
く
だ
さ
い
〕

▼
蕨
断
酒
会（
酒
害
相
談
）　

６
日

＝
中
央
公
民
館　

15
日
＝
旭
町
公

民
館　

23
日
＝
南
公
民
館　

午
後

７
時　

語
り
合
い
の
場
≪
円
浄
・

緯
090
・
２
５
２
２
・
８
６
８
８
≫

書道や踊りな
どの披露を通
じて親睦を深
めた文化交流

ラフティング
（川下り）では
エルドラドの
大自然を満喫

　異なる国の青少年たちが集い、文
化交流やレクリエーション、ホーム
ステイなどを通じて触れ合いや相互
理解を深める国際青少年キャンプが
開かれました。14回目の今年はアメ
リカ・カリフォルニア州のエルドラ
ド郡に蕨市から14人を派遣。言葉や
文化の壁を超えた交流を育みながら、
かけがえのない経験を重ねました。

　緊張ばかりの初海外渡航。当
初は、慣れない英語に疎通がう
まくいかないことも…。それで
も、ホームステイ先の皆さんと
身ぶり手ぶりで交流を重ねたり、
現地を案内してもらったりし、
エルドラドの
文化や自然に
触れるにつれ
て、視野が広
がりました。

武
む

藤
とう

 隼
はや

人
と

さん
塚越５丁目・16歳

異文化知る
　よい経験に

２０１６

ホームステイ先の
皆さんと武藤さん

INTERVIEW

ま
　
ち
　
の
　
　
話
　
題

◆

国際青少年キャンプ
in エルドラド

2016.07.22 Fri – 08.02 Tue
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ワ
ラ
ビ　

じ
い
ち
ゃ
ん
、
ど

う
し
た
の
？
元
気
が
な
い
ね
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

友
人
か
ら
、

も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ
た
奥

さ
ん
の
こ
と
で
相
談
を
受
け

た
ん
だ
。
病
院
へ
連
れ
て
行

く
の
は
気
が
引
け
る
よ
う
で
。

ど
う
し
た
ら
い
い
も
の
か
…
。

ワ
ラ
ビ　

そ
れ
は
心
配
だ
ね
。

お
母
さ
ん　

そ
う
い
え
ば
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
集
え
る
場

と
し
て
、「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

ク
ロ
ー
バ
ー
」
が
こ
の
夏
か

ら
開
か
れ
て
い
る
み
た
い
よ
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

な
に
か
手
が

か
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

な
。
話
を
聞
き
に
行
こ
う
。

職
員　

こ
ん
に
ち
は
。
カ
フ

４
つ
の
施
設
で
い
ず
れ
も
毎
月
１
回
開
催
中

も
の
忘
れ
相
談
等
も
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
対
応

ェ
は
市
内
の
老
人
ホ
ー
ム
や

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
４
つ

の
施
設（
左
下
囲
み
）が
主
催

と
な
り
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
協
力
し
な
が
ら
、

毎
月
１
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん　

認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
が
つ
け
て
い
る
オ
レ
ン

ジ
リ
ン
グ
の
色
と
、
４
つ
の

施
設
を
か
け
て
「
オ
レ
ン
ジ

カ
フ
ェ
ク
ロ
ー
バ
ー
」
と
名

付
け
ら
れ
た
ん
で
す
っ
て
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

親
し
み
や
す

い
名
前
だ
。
カ
フ
ェ
と
い
う

か
ら
に
は
、
や
は
り
お
茶
を

飲
ん
で
過
ご
す
の
か
い
？

職
員　

は
い
。
く
つ
ろ
ぎ
な

が
ら
お
話
が
で
き
る
雰
囲
気

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

ど
う
し
て
、
こ
の

カ
フ
ェ
が
始
ま
っ
た
の
？

職
員　

認
知
症
の
人
の
な
か

に
は
、
不
安
か
ら
外
出
を
た

め
ら
う
か
た
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
そ
う
し
た
人
た
ち

が
安
心
し
て
外
出
で
き
る
場

を
地
域
で
つ
く
り
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

な
る
ほ
ど
。

外
出
を
し
て
刺
激
を
受
け
る

の
も
必
要
ら
し
い
か
ら
な
。

職
員　

ま
た
、
そ
の
家
族
に

と
っ
て
も
情
報
交
換
の
場
な

ど
と
し
て
有
効
で
す
。
カ
フ

ェ
に
は
、
施
設
の
職
員
や
認

知
症
地
域
支
援
推
進
員
と
い

っ
た
専
門
ス
タ
ッ
フ
も
い
る

の
で
相
談
も
で
き
ま
す
。

お
母
さ
ん　

そ
れ
は
心
強
い

親と子の
ニュースの
小窓

だんらんや情報交換に
お気軽にご利用ください

オレンジカフェクローバー
　認知症の人やその家族、地域の皆
さんなど、誰でも集える場として、
市内４つの老人ホームやグループホ
ームで開かれている､「オレンジカフ
ェクローバー」。専門スタッフに相
談もできるこのカフェは予約不要で
無料です。お気軽にお越しください。

　

わ
ね
。
お
話
を
し
た
り
思
い

を
共
有
で
き
た
り
す
る
と
心

理
的
な
負
担
も
軽
減
す
る
わ
。

ワ
ラ
ビ　

じ
い
ち
ゃ
ん
も
一

度
参
加
し
て
、
お
友
達
に
教

え
て
あ
げ
た
ら
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

う
～
ん
。
だ

が
、
わ
し
は
ま
だ
…
。

職
員　

ど
な
た
で
も
参
加
で

き
る
の
で
安
心
し
て
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ん
が
同
じ
空
間
で

過
ご
す
こ
と
に
よ
り
、
地
域

ぐ
る
み
で
認
知
症
に
関
す
る

理
解
が
深
め
ら
れ
る
効
果
も

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

た
し
か
に
高

齢
化
が
進
む
現
代
で
は
、
人

ご
と
で
は
な
い
か
ら
な
。

職
員　

参
加
者
か
ら
は
、「
お

話
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」

な
ど
と
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ど
の
施
設
も
予
約

不
要
で
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

オレンジカフェクローバー
場
所
みんなの家・

蕨２
ライフ

コミューン蕨 イリーゼ戸田 リハビリホーム
まどか蕨

錦町6-9-29 北町2-6-12 錦町4-7-4 南町2-11-10
緯 430・1515 229・1261 430・0321 434・7300
時
間

午後１時半～
３時半

午後１時半～
３時半

午前10時～
11時15分

午後１時半～
２時半

開
　
催
　
日

９月６日（火）
10月４日（火）
11月１日（火）
12月６日（火）
１月10日（火）
２月７日（火）
３月７日（火）

９月15日（木）
10月13日（木）
11月10日（木）
12月15日（木）
１月19日（木）
２月16日（木）
３月16日（木）

９月23日（金）
10月21日（金）
11月18日（金）
12月23日（祝）
１月27日（金）
２月24日（金）
３月24日（金）

９月27日（火）
10月25日（火）
11月29日（火）
12月27日（火）
１月31日（火）
２月28日（火）
３月28日（火）

ゆっくり
　語り合う時間を
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大
だい

輝
き

ちゃん
（２歳５か月）

三
み

浦
うら

　　明
あきら

さん　
知
とも

子
こ

さんの
二男　　　　

　　北町５丁目

理
り

咲
さ

子
こ

ちゃん
（４歳９か月）

輝
き

一
いち

ちゃん
（１歳６か月）

増
ます

渕
ぶち

　博
ひろ

昭
あき

さん　
陽
よう

子
こ

さんの
長女・長男　 　
　　中央１丁目

『キラリ！！みんなの力』は、わらびネットワークステーション（緯445・７256）の市民活動登録団体を紹介しています

　
「
し
っ
か
り
者
な
姉
の
理

咲
子（
右
）と
４
５
４
５
㌘
で

生
ま
れ
た
元
気
い
っ
ぱ
い
な

弟
の
輝
一（
左
）は
お
互
い
の

こ
と
が
大
好
き
。
二
人
と
も

保
育
園
か
ら
帰
る
と
夜
寝
る

ま
で
い
っ
し
ょ
に
か
く
れ
ん

ぼ
な
ど
を
し
て
遊
び
ま
す
。

最
近
、
輝
一
は
少
し
ず
つ
言

葉
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
理
咲
子
が
『
ぎ
ゅ
っ

と
し
て
』
と
い
う
と
満
面
の

笑
み
で
駆
け
寄
っ
て
抱
き
締

め
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
姿
に

家
族
み
ん
な
が
幸
せ
な
気
持

ち
に
包
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
仲
よ
く
元
気
に
育
っ
て

ね
」と
、母
親
の
陽
子
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－533－

　

第
14
回
を
迎
え
た
今
年
の

国
際
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
は
、

昨
年
、
姉
妹
都
市
締
結
40
周

年
を
迎
え
た
米
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
エ
ル
ド
ラ
ド
郡
で
５

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
自
身
は
、
こ
れ
ま
で
、

公
務
の
都
合
で
訪
問
で
き
な

い
ま
ま
で
し
た
が
、
今
回
改

め
て
、キ
ャ
ン
プ
に
合
わ
せ
、

ぜ
ひ
訪
問
し
て
欲
し
い
と
の

ご
招
待
を
エ
ル
ド
ラ
ド
郡
長

や
郡
庁
所
在
地
で
あ
る
プ
ラ

サ
ビ
ル
市
長
か
ら
い
た
だ
い

た
こ
と
か
ら
、
初
め
て
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
も
参
加
し
た
夏
の
重
要

産
業
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
ン
リ

バ
ー
で
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
や

日
米
交
流
の
原
点
で
あ
る

「
お
け
い
の
墓
」
訪
問
、
ア

メ
リ
カ
の
青
少
年
と
の
言
葉

や
文
化
の
違
い
を
超
え
た
交

流
な
ど
、
蕨
の
青
少
年
達
の

生
き
生
き
と
し
た
姿
を
見
て
、

キ
ャ
ン
プ
の
意
義
を
再
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
市
長
と
し
て
、

行
政
機
関
の
訪
問
に
加
え
、

エ
ル
ド
ラ
ド
の
広
大
な
自
然

や
歴
史
・
文
化
に
触
れ
、
郡

の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
通
じ

て
友
情
と
信
頼
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
、
今
後
の
友
好
親

善
の
更
な
る
発
展
に
と
っ
て

大
変
有
意
義
な
訪
問
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
厳
し
い
財

政
状
況
等
を
踏
ま
え
、
こ
の

訪
問
で
は
公
費
は
使
わ
な
い

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

市長　賴 髙 英 雄

蕨の姉妹都市アメリカ・
エルドラド郡を訪問

91

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
今月は１日です。ただし、10
月は13日です。時間は午後１
時～５時を予定しています。
　ご希望のかたは秘書広報課

（緯433・7701）へご連絡を。

～ 蕨北町サッカー ～

紹介します！皆さんの市民活動

キラリ‼　
　みんなの力

メッセージ

目指せ未来のＪリーガー 得意のリフティング

保護者やＯＢもいっしょになって盛り上げます。
蕨北町サッカーに「卒団」の二文字はありません

練習後はお待ちかねのお手製か
き氷

小
こ

泉
いずみ

　亘
わたる

代表

北
町
サ
ッ
カ
ー
は
、

昭
和
45
年
に
活
動
を

開
始
し
た
、
伝
統
あ
る
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
の
一
つ
で
す
。

過
去
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
少
年

団
大
会
で
県
３
位
に
な
っ
た

こ
と
や
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
を
輩
出

し
た
こ
と
も
。
現
在
は
女
子

３
人
を
含
む
34
人
が
北
小
学

校（
土
・
日
曜
日
・
祝
日　

午

前
９
時
ま
た
は
午
後
１
時
）

で
25
人
の
コ
ー
チ
の
指
導
の

下
、練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

練
習
で
は
基
本
的
な
技
術

は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
走
る
力

を
重
視
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
取

り
入
れ
、
学
校
で
持
久
走
大

会
が
あ
れ
ば
必
ず
上
位
に
団

員
が
入
る
ほ
ど
で
す
。ま
た
、

「
挨
拶
、
返
事
、
片
づ
け
」な

ど
団
体
競
技
の
た
い
せ
つ
さ

を
意
識
し
て
指
導
し
て
い
ま

す
。
サ
ッ
カ
ー
以
外
に
も
合

宿
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
イ

ベ
ン
ト
は
盛
り
だ
く
さ
ん
。

暑
い
時
期
は
練
習
後
に
か
き

氷
を
作
る
の
が
恒
例
で
す
。

　

こ
の
団
は
、
保
護
者
や
Ｏ

Ｂ
が
コ
ー
チ
を
務
め
て
い
る

よ
う
に
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
し

て
自
然
と
地
域
の
つ
な
が
り

が
育
ま
れ
て
い
る
の
が
特
徴

で
す
。
ぜ
ひ
、
親
子
そ
ろ
っ

て
参
加
し
て
、
い
っ
し
ょ
に

思
い
出
を
共
有
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
小
泉
（
緯
090
・
４

９
４
８
・
５
９
３
６
）
ま
で

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

蕨



【　　】12

ん
治
療
に
よ
る
副
作
用
で

髪
の
毛
を
失
っ
た
人
に
、

医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
で
元
の
髪
型
を

よ
み
が
え
ら
せ
る
再
現
美
容
師
。

県
内
で
唯
一
そ
の
活
動
を
行
っ
て

い
る
の
が
毛
内
英
克
さ
ん（
49
歳
・

北
町
４
丁
目
）
で
す
。
北
大
宮
駅

前
で
美
容
室
を
経
営
す
る
傍
ら
、

全
国
で
僅
か
50
人
ほ
ど
の
再
現
美

容
師
の
う
ち
の
一
人
と
し
て
、
が

ん
患
者
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
美
容
室
を
経
営
し
て
い

た
い
と
こ
の
影
響
で
美
容
師
の
道

を
志
し
た
毛
内
さ
ん
。
都
内
の
店

舗
な
ど
で
修
行
を
し
、
今
の
店
を

開
い
た
の
が
21
年
前
の
こ
と
で
す
。

そ
の
後
、
い
と
こ
と
美
容
師
の
師

匠
を
続
け
て
肺
が
ん
で
亡
く
し
ま

し
た
。「
恩
人
た
ち
に
な
に
も
し

て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
」と
、思
い
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広
報
蕨　

七
八
六
号　

平
成
二
十
八
年
九
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
再現美容師　　　　　　　　　

毛
もう

内
ない

 英
ひで

克
かつ

 さん

が

がん患者の不安を髪から変える

悩
む
日
々
。
そ
ん
な
と
き
に
出
合

っ
た
の
が
再
現
美
容
で
が
ん
患
者

を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
し
た
。

　
「
美
容
師
の
自
分
に
で
き
る
こ

と
を
」
と
、
訓
練
を
経
て
、
平
成

24
年
か
ら
活
動
を
始
め
ま
し
た
が
、

当
初
は
知
名
度
が
低
く
、
病
院
に

医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
の
案
内
を
置
い

て
も
ら
う
こ
と
す
ら
困
難
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、「
が
ん
患
者
の
闘
病

の
一
助
に
な
り
た
い
」
と
、
粘
り

強
く
活
動
を
続
け
た
毛
内
さ
ん
。

徐
々
に
相
談
者
が
増
え
、
こ
れ
ま

で
に
３
０
０
人
以
上
を
支
援
し
て

き
ま
し
た
。
人
目
を
気
に
し
て
あ

ま
り
外
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
人
が
、

毛
内
さ
ん
が
調
整
し
た
伸
縮
性
や

自
然
な
艶
、
肌
触
り
を
兼
ね
備
え

た
ウ
イ
ッ
グ
を
セ
ッ
ト
し
、
鏡
に

映
る
自
分
の
姿
を
見
た
と
た
ん
、

ほ
っ
と
し
て
涙
を
流
す
こ
と
も
。

　

そ
ん
な
毛
内
さ
ん
が
い
ち
ば
ん

た
い
せ
つ
に
し
て
い
る
の
が
心
の

ケ
ア
で
す
。
会
話
を
重
ね
る
な
か

で
距
離
を
縮
め
る
と
と
も
に
、
治

療
後
に
伸
び
る
髪
に
合
わ
せ
た
ウ

イ
ッ
グ
の
サ
イ
ズ
調
節
や
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
な
ど
の
き
め
細
や
か
な
サ

ポ
ー
ト
も
行
い
ま
す
。「
ウ
イ
ッ

グ
を
外
し
た
瞬
間
の
す
て
き
な
笑

顔
を
見
る
ま
で
寄
り
添
い
ま
す
」

と
、
優
し
く
語
る
毛
内
さ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
髪
を
通
し
て
、
が
ん
患

者
の
不
安
で
沈
ん
だ
心
に
希
望
の

光
を
照
ら
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

輝

いて
ます

安心できる雰囲気づくりを大事にする毛内さん

Kawanabe
yosai

　

明
治
７
年
に
版
元
・
沢さ

わ

村む
ら

屋
よ
り
出
版

さ
れ
た
錦
絵「
暁
斎
楽
画
」シ
リ
ー
ズ
の
一

つ
。明
治
維
新
を
受
け
て
、不
動
明
王
が
読

む
の
は
最
新
刊
の『
新
聞
雑
誌
』、手
前
で
は

従
者
の
制せ

い

多た

迦か

童ど
う

子じ

が
や
は
り
維
新
後
に

は
や
り
だ
し
た
牛
鍋
を
作
っ
て
い
ま
す
。

肉に
く

食じ
き

を
禁
止
す
る
仏
教
の
守
護
者
・
不
動

明
王
が
牛
鍋
を
食
べ
る
と
は
、
正
に
文
明

開
化
を
茶ち

ゃ

化か

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
な

お
、本
図
の
錦
絵
の
大
き
さ（
約
36
・
６
㌢

×
24
・
３
㌢
）を「
大
判
」と
い
い
ま
す
。企

画
展
で
は
、
錦
絵
の
大
き
さ
の
比
較
展
示

や
現
存
す
る
版
木
の
展
示
も
見
も
の
で
す
。

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

 今月の河鍋暁斎記念美術館

現在の茨城県古河市
で生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

展覧会の詳しい
内容は美術館の
ホームページを
ご参照ください

開館＝午前10時～午後４時　休館＝木曜日 
毎月26日～末日　ところ＝南町４-36-４
入館料＝一般540円  中学生～大学生430円　 
小学生以下210円　詳細＝同館（☎441・9780）

（20人以上の団体は要予約）

河鍋暁斎記念美術館
｢暁斎・暁翠の錦絵 ─版下絵から版画まで─｣ 展

 同時開催 ｢堀田操・堀田浅子 ─二つの旅─｣ 展
  期間＝９月２日（金）～10月25日（火）

暁斎筆
｢暁斎楽画第五号

不動明王開化｣

本
作
品
は
現
在
の
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

天才絵師の作品

蕨にあり
─No. ４─


